
立地適正化計画―新時代の策定・運用手法
実践事例にみるコンパクトシティの形成方策―

～計画のポイント―ネットワーク形成、都市構造評価、都市機能・居住誘導区域指定～



〔埼玉・毛呂山町〕毛呂山町立地適正化計画の方向性とその取組み　　　　
　　　　　　　　～「導く・保つ・つなぐ」将来都市像の実現に向けて～
　　　
　１．毛呂山町の現状２．毛呂山町の課題
３．課題解決の方向性
４．立地適性化計画作成に係る具体的な取組み
５．計画に関連する事業案
６．立地適性化計画の実現に向けて

１． 人口の読み方
２． 都市空間の変化
３． 都市計画と立地適正化計画
    （１）目指すべき都市像　　　　　　（２）都市計画　　　　（３）立地適正化計画と近年の新制度
４． 立地適正化計画の論点
   （１）策定のきっかけ・プロセス設計    （２）都市構造の評価方法・方針    （３）都市機能誘導区域の指定
   （４）居住誘導区域の指定         　　　（５）立地適正化計画策定後の運用、実現手法の運用

立地適正化計画に注目した都市のたたみ方

〔岩手・花巻市〕「花巻市立地適正化計画」の策定
　　　　　　　～「高齢者・大人」と「若者・子ども」が生活圏を共有する「まち」～

１．花巻市立地適正化計画の概要について
２．策定上で特に課題になった事項と対応内容について
３．策定中・策定後、よくご質問を受ける事項と対応内容について
４．地方創生との連動について 

コンパクト＋ネットワークが導く都市新時代
１．都市を俯瞰するマネジメント手法の必要性
２．アクティビティやライフスタイルのつながりを生む
３．まちづくりの関係性の再構築：気づきから根づきへ
４．子育てしやすさ日本一を目指す大阪府箕面市
５．箕面市の立地適正化計画の特徴
６．全国の計画づくりの動向
７．コンパクト＋ネットワークへの共感が育む都市の創造性
　　～Compact,connected,compassionate,and creative（4C)


